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2012 年度「エコマークコミュニケーションフォーラム」のご案内
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エ コマークは (財)日本環境協会が自主的に運営し ている事

業です。エコマークの活動予算は、すべて認定企業の皆様か

らのエ コマーク使用料および商品認定申込者の皆様からの

商品認定審査料でまかなわれています。 「エコマークニュー

ス」 では、 「エコマーク事業実施要領」 に基づき、 エコマーク

事業に関する情報を提供し ています。

認定基準に関するお知らせ

認定基準の制定

　 以下の認定基準が制定されま し たので、 お知らせいた し ます。

◆認定基準は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ.ｈｔｍｌ） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 制定日 有効期限

１５１ 浄化槽 Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０１２年１２月１日 ２０１９ 年１１月３０日

５０３ ホテル ・ 旅館 Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０１２年１０月１日 ２０１９ 年 ９月３０日

〈商品類型 Ｎｏ.１５１ 「浄化槽 Ｖｅｒｓｉｏｎ１」 について〉

　 エコマーク認定の浄化槽について、 エコマーク事務

局の ウ ェ ブサ イ ト でわか り やす く 説明 し てい ま す。

「こんな と こ ろにエコマーク」 浄化槽のページ （ｈｔｔｐ:

//ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｌｉｆｅｓｔｙｌｅ/ｊｏｈｋａｓｏ.ｈｔｍｌ） をご覧

く ださい。

〈商品類型Ｎｏ.５０３ 「ホテル・旅館 Ｖｅｒｓｉｏｎ１」 について〉

「スーパーホテル　Lｏｈａｓ　ＪＲ 奈良駅」 が認定を取得

し、 エコマーク ホテル第 １ 号が誕生し ま し た。 次号の

エコマーク ニ ュースでご紹介いた し ます。

エコマークでは、消費者、事業者等ステークホルダーが集うコミュニケーションの場として、「エコマー

クコミュニケーションフォーラム」を開催いたします。多くの皆様のご来場をお待ちしております。

◆ 日　時：2013年 2月6日（水） 13 : 30～16 : 30（13 : 00開場）

◆ 場　所：東京ウィメンズプラザ・ホール（東京都渋谷区神宮前 5-53-67）

◆ 参加費：無料（定員 200名、先着順）

〈プログラム（予定）〉

・「エコマークアワード 2012」表彰セレモニー

・「エコマークアワード 2012」受賞団体によるパネルディスカッション

・エコマーク年次活動報告

◆ お申し込み方法：参加申込書にご記入の上、E メールまたはFAX にてお申し込みください。

定員に達し次第、受付を終了させていただきます。

＊詳細については、エコマーク事務局のウェブサイト（http://www.ecomark. jp/forum2012.html）

をご覧ください。
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認定基準の改定

　 以下の認定基準の部分的な改定の実施について、 お知らせいた し ます。 （Ｖｅｒｓｉｏｎ の Ｎｏ.は改定前のもの）

委員会報告

運営委員会 （第 ２９ 回）

　 第２９ 回運営委員会が、 ２０１２年 ９月 ７ 日に開催され

ま し た。 報告事項は以下の とお り です。

〈報告事項〉

１．２０１１年度 （平成２３年度） エコマーク事業収支決算

について

２．２０１２年度 （平成２４年度） エコマーク事業の進捗状

況について

３．エコマーク料金規定の改定について

◆資料等詳細は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｕｎｅｉ_

ｉｎｆｏ.ｈｔｍｌ） をご覧く ださい。

◆改定点の詳細については （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｋｉｊｙｕｎ_ａｒｃｈｉｖｅｓ.ｈｔｍｌ） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 改定のポイ ン ト 改定日

１０２ 印刷イ ンキ Ｖｅｒｓｉｏｎ２.７ 紫外線硬化型の印刷イ ンキの脱墨性基準の変更

２０１２年１０月１日

１１２ 文具 ・ 事務用品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１５ けい紙、 起案用紙への白色度基準の追加

１２３
建築製品 （内装工事関係用資材） 

Ｖｅｒｓｉｏｎ２.１２ 分類 Ｃ-２　～畳～
品質に関する基準の変更

１３０ 家具 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.７ 材料別基準の変更

１４５ プロ ジェ ク タ Ｖｅｒｓｉｏｎ１.２ 待機時消費電力基準の変更 ２０１３年 １月１日

１３１ 土木製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１５
・ 「港湾用ゴム資材」、 「土木用遮水シー ト 」 の追加

・ 基準項目の整合
２０１３年 ２月１日

認定基準案の公表およびパブリ ッ ク コ メ ン トの受付

　 以下の認定基準案の公表およびパブ リ ッ ク コ メ ン ト の受付について、 お知らせいたし ます。

◆認定基準案、 パブ リ ッ ク コ メ ン ト の受付については （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ２.ｈｔｍｌ） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 公表期間 （３０ 日間）

新規 テレ ビ Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０１３年１月１１日～２０１３年２月９日

基準審議委員会 （第 １０ 回、 第 １１ 回）

　 第 １０ 回基準審議委員会が ２０１２ 年 ９ 月 １１ 日に、 第

１１回基準審議委員会が １２月１８日に開催されま し た。

審議 ・ 報告事項は以下の とお り です。

〈審議事項〉

１．エ コ マー ク 商品類型 （認定基準） 案について （Ｐ.２

参照）

２．エコマーク商品類型 （認定基準） の部分的な改定に

ついて （Ｐ.２ 参照）

〈報告事項 （第 １０ 回のみ）〉

３．難燃剤 ・ 抗菌剤 ・ 生分解性プラ スチッ ク に係るエコ

マーク共通規定の見直しについて

◆資料等詳細は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｋｉｊｙｕｎ_

ａｒｃｈｉｖｅｓ.ｈｔｍｌ） をご覧く ださい。



３

エコマークニュース No.88

　 自動車の共同利用システムであ る カーシェ ア リ ング

は、 車両の走行台数や走行距離の削減、 都市部におけ

る交通渋滞の緩和などによ り 、 環境負荷低減効果を も

た らすこ と が期待されます。 カーシェ ア リ ングの普及

を促進し交通手段の一つと し て定着させ、 社会全体の

環境負荷の低減を図る と い う 観点から、 エコマーク で

は２０１２年６月に商品類型Ｎｏ.５０２ 「カーシェ ア リ ング

Ｖｅｒｓｉｏｎ１」 を制定し、 これを受け２社のサービ スが認

定を取得し ま し た。

■「タ イムズプ ラス」 ――タ イムズ ２４ (株)

「快適な ク ルマ社会の実現」 に向け事業活動 と 環境

への取 り 組みを進め る タ イ ムズ ２４ (株) では、 駐車場

事業と連携させながら カーシェ ア リ ング事業 「タ イ ム

ズプラ ス」 を展開し てお り 、 全国２５都道府県に設置さ

れた約３,３００のステーシ ョ ン、 約４,７００台の車両によ

り サービ ス を提供し ています。 同社では、 カーシェ ア

リ ングの環境側面や利用者の環境意識の高ま り など を

踏まえ、 第三者によ る認定の意義を重視しエコマーク

の認定を取得し ま し た （認定番号 １２ ５０２ ００１）。

「タ イ ムズプラ ス」 においては、ハイブ リ ッ ド車や電

気自動車をはじめ環境対応車等の導入を進める と と も

に、 会員に対し てエコ ド ラ イブの促進に向けた情報を

提供し、利用時の環境負荷低減を図っています。 また、

ステーシ ョ ンへのＬＥＤ照明の設置、 車両の廃棄・ リ サ

イ クル基準の策定など、 事業運営に伴 う 環境負荷低減

や資源循環の推進に努めています。

　 同社では、 カーシェ ア リ ング拠点や車両台数の拡充

を進める と と も に、 電気自動車の充電ができ る 「パー

ク＆チャージ」、 都市部の交通渋滞緩和や ＣＯ２ 排出削

減につながる 「交通ＩＣパーク＆ラ イ ド サービ ス」 など

の事業と の連携を図る こ と によ り 、 利便性が高 く 環境

に配慮し たサービ ス を提供し てい く 考えです。

◆「タ イ ムズプラ ス」 のウ ェブサイ ト

ｈｔｔｐ://ｔｉｍｅｓｐｌｕｓ.ｊｐ/

■「カレコ ・ カーシェアリ ングク ラブ」

――カーシェアリ ング ・ ジャパン(株)

　 カーシェ ア リ ング・ジ ャパン(株) では、 “豊かな暮ら

し を支え る次世代の交通イ ンフ ラ ・ サービ ス” と し て

カーシェ ア リ ングを位置づけ、 環境 ・ 街づ く り 、 地域

密着、 スマー ト ＆フ ァ ン、 パー ト ナーシ ッ プの ４ つの

視点から 「カレ コ ・ カーシェ ア リ ング ク ラブ」 の事業

を展開し ています。 同社では環境面、 社会面から意義

のあ る事業の認知度を さ ら に高めるために、 エコマー

ク の認定を取得し ま し た （認定番号 １２ ５０２ ００２）。

「カレ コ ・カーシェ ア リ ング ク ラ ブ」 では首都圏を中

心に事業を展開するほか、 宮城県石巻市で も復興カー

シェ ア リ ングを実施し ています。 積極的に環境対応車

等の導入を進めてお り 、 ハイブ リ ッ ド車や電気自動車

の台数は保有車両全体の約２割に達しています。 また、

地域の環境まちづ く り への参画、 カーシェ ア リ ング車

両か ら 排出さ れる ＣＯ２ の一部オフセ ッ ト 、 車両の年

間走行距離に応じ た植樹活動など、 事業全体と し て環

境負荷低減や環境保全に努める と と もに、 会員の環境

意識の向上につながる取 り 組みを推進し ています。

　 今後同社では、 首都圏を中心にステーシ ョ ン数の増

加や環境対応車等の充実を図る と と もに、サポート セン

ターや座談会を通じ て利用者の声を把握し、 よ り 便利

で快適なカーシェ ア リ ングを目指し てい く 考えです。

◆「カレ コ ・カーシェ ア リ ング ク ラ ブ」 のウェブサイ ト

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｃａｒｅｃｏ.ｊｐ/

「タ イムズプラス」 のカーシェアリ ングステーシ ョ ン

新 認定商品のご紹介

カーシェアリ ングの分野において ２ 社のサービスがエコマーク認定を取得

「カレコ ・ カーシェアリングクラブ」 の植樹イベン ト
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エコマークは (財)日本環境協会の登録商標です。

トピックス

ＧＥＮ 年次総会に出席しました

世界エコ ラベ リ ング ・ ネ ッ ト ワーク （ＧＥＮ） の年次

総会が、 ２０１２年１１月５日～９日の５日間、 ブラ ジル・

リ オデジャネイ ロで開催され、各国の環境ラベル団体、

環境省等の行政機関の担当者などが出席し ま し た。

　 総会の冒頭では、 ＧＥＮ 議長よ り (財)日本環境協会

に対し ＧＥＮＩＣＥＳ ＊ 認定証が授与されま し た。 また、

南アフ リ カ地域におけるエコ ラベルの発展などについ

てのワーク シ ョ ッ プなど も行われ、 活発な議論が交わ

されま し た。

　 次回の年次総会は、 ２０１３年１０月末頃にベルギーで

開催される予定です。

＊ ＧＥＮ 国際協調エコ ラベルシステム （ＧＥＮＩＣＥＳ）

２００３ 年の ＧＥＮ 年次総会で採択された ＧＥＮ によ る

監査システム。 基準策定方法や組織体制などについ

て ＩＳＯ１４０２４ （タ イプⅠ環境ラベル） の規則に則っ

て運営さ れてい る かなど を、 ＧＥＮ の 「専門家によ

る評価パネル」 によ り 評価する もの。

タ イグリーンラベルとの相互認証の実施に向けた協議を行いました

２０１２ 年 １１ 月 ２１ 日、 ２２ 日の ２ 日間、 タ イ ・ バン コ

ク にて、 タ イ グ リ ーン ラベルを運営する タ イ環境研究

所 （ＴＥＩ） と相互認証に関する協議を行いま した。今回

の協議は、２００４年に締結した (財)日本環境協会と ＴＥＩ

間の相互認証基本合意書をも とに、相互認証のスキーム

を さ ら に実用的な も のにすべ く 開催された も のです。

今後、 具体的な商品カテゴ リ ーの検討や運用体制の整

備など を進めていき ます。

エコプロダクツ展に出展しました

　 エコマーク事務局は、 ２０１２年１２月１３日～１５日に

開催された 「エコプロ ダ ク ツ ２０１２」 に出展し ま し た。

今回は初めての試みと し て、 エコマーク事務局ブース

内にエコマーク使用契約企業の共同出展コーナーを設

け、出展された４社 （(株)エコ リ カ、ヱスケー石鹸(株)、

上西産業(株)、 南開工業(株)） の独自のレ イ ア ウ ト が

魅力的な展示と な り ま し た。

　 また、 ブース内ではこれまでのエコマーク アワード

受賞者や海外のエコ ラベル認定商品の紹介、 「こ ど も

エコ ク ラ ブ」 と の共同によ る子ど も向け展示を行い、

年齢を問わず多 く の方に足をお運びいただき ま し た。

　 ブースにお越しいただいた皆様、 商品や資料の提供

にご協力いただいた企業の皆様に、 厚 く お礼を申し あ

げます。

「東海三県一市グリーン購入キャンペーン」 を実施しています

２０１３年 １月１６ 日～２月 １５日の １ ヵ 月間、 「東海三

県一市グ リーン購入キャンペーン」 を実施しています。

このキ ャ ンペーンは、 愛知県、 岐阜県、 三重県、 名古

屋市が連携し、 行政 ・ 団体 ・ 事業者の協働によ り 消費

者に対し て 「グ リ ーン購入」 を ＰＲ する ものです。

　 今年度は４,４２３ の店舗が参加し、 キ ャ ンペーン コー

ナーの設置やポスター掲示によ る ＰＲ、エコマーク商品

等の購入者を対象と し た懸賞応募等を行っています。

 詳し く は、（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏ.ｐｒｅｆ.ｍｉｅ.ｌｇ.ｊｐ/ｅａｒｔｈ/

100100/ｉｓｏ_ｃａｍｐａｉｇｎ/ｉｎｄｅｘ.ｈｔｍ） をご覧く ださい。


